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▲生ごみの入れ方 ▲生ごみの混ぜ方 ▲容器の置き方
（下の箱は下敷用の空箱）

用意するもの
容器 基材

●段ボール箱１個 ●ピートモス〔土壌改良剤〕

縦３０�×横４５�×高さ３０�程度のみかん箱など ２０L入り袋、５００円程度で園芸店で購入できます。
がらくんたん

●下敷き用ダンボール箱１個 ●もみ殻薫炭〔土壌改良剤〕

道具 １５L入り袋、４００円程度で園芸店で購入できます。

●シャベル

●温度計（１００℃計：生ごみ分解時の温度変化の確認用）

●はかり（投入前の生ごみ計量用）

堆肥化の進め方（箱に入れる生ごみの量が平均５００g／日の場合）
がらくんたん

① ピートモス６（１５L）：もみ殻薫炭４（１０L）の割合で混ぜ合わせ、段ボール箱に入れ堆肥化容器とします。

② ①の中に生ごみを入れ、よくかき混ぜます。温度計を中心に差し込み、ふたをします。

③ 容器を室温が２０℃以上の所に設置します。生ごみ投入開始から１～２週間くらいで、温度が４０℃台に上昇します

（箱に入れる生ごみの種類や量によっては、中の温度が６０℃を超える場合もあります）。

④ 使用期間の目安は３～４カ月です。基材は黒土と混ぜて１カ月程度寝かせると、堆肥として使用することができ

ます。次の処理セットのために、使用済みの基材を少し残しておくと良いでしょう。

容器の置き方
容器用の段ボール箱からは、生ごみの分解に伴う多量の水分（水蒸気）が全面から発生しますので、周りの通気性

を良くしておきましょう。容器の下に段ボール箱、木片などを敷き、ふたの押さえには新聞を使うと良いでしょう。

※通気性が悪くなるので、ビニール袋などで覆ってはいけません。

☆ポイント�
最初は量を多めに（１kg程度／日）入れると良いでしょう。室温が１０℃以下では微生物が活動しません。

臭い、カビ、虫の防止策として、また、分解を速く進めるには、しっかりと、よくかき混ぜると効果的です。

札幌市清掃ホームページ（環境局環境計画部）

段ボール箱を使った生ごみ堆肥化のテクニックやQ&Aがいっぱい

http : //www.city.sapporo.jp/seiso/gomi/taihika.html

※市役所１３階リサイクル推進担当（�２１１‐２９２８）や区役所などで、
生ごみの堆肥化などを分かりやすく解説した「生ごみハンドブ

ック」を配布しています。ぜひ、ご覧ください。

☆
ふ
た
は
ど
の
よ
う
に
捨
て
て
ま
す
か
？

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
ボ
ト
ル
類
。
ふ
た
は
必
ず
外
し

て
捨
て
ま
し
ょ
う
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
ふ
た
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
収

集
へ
、
金
属
製
の
ふ
た
は
「
燃
や
せ

な
い
ご
み
」
と
し
て
、
分
け
て
出
し

ま
し
ょ
う
。

☆
ご
み
収
集
車
の
火
災
が

急
増
し
て
い
ま
す
！

ス
プ
レ
ー
缶
や
簡
易
式
ガ
ス
ボ
ン

ベ
の
な
ど
の
ス
プ
レ
ー
缶
類
。
中
身

を
し
っ
か
り
使
い
き
り
、
缶
に
穴
を

空
け
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
別
袋
に

入
れ
、「
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
日
」

に
出
し
ま
し
ょ
う
。

し
っ
か
り
ガ
ス
を
抜
か
な
い
で
ご

み
と
し
て
出
す
と
、
ご
み
収
集
車
内

で
火
災
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
、
と

て
も
危
険
で
す
。
昨
年
、
市
で
は
六

十
七
件
の
ご
み
収
集
車
の
火
災
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

がらくんたん

段ボール箱に「ピートモス」と「もみ殻薫炭」を入れた
ものに生ごみを入れて、ごみ減量・堆肥化に挑戦してみ
ませんか。冬でも室内で簡単にできます。

タ
バ
コ
の
吸
い
殻
は
、
完
全
に
火
が
消
え
た
の
を
確
認
し
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
！
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